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1. 2021年12月期第1四半期の業績（2021年1月1日～2021年3月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年12月期第1四半期 1,255 △33.6 27 △82.5 76 △51.9 51 △52.0

2020年12月期第1四半期 1,892 △31.1 157 △71.2 160 △71.0 107 △71.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2021年12月期第1四半期 8.68 ―

2020年12月期第1四半期 18.12 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2021年12月期第1四半期 7,409 6,342 85.6

2020年12月期 7,337 6,420 87.5

（参考）自己資本 2021年12月期第1四半期 6,342百万円 2020年12月期 6,420百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年12月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00

2021年12月期 ―

2021年12月期（予想） 15.00 ― 15.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2021年12月期の業績予想（2021年1月1日～2021年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,000 △15.3 250 △51.5 250 △51.6 170 △50.8 28.55

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年12月期1Q 5,956,400 株 2020年12月期 5,956,400 株

② 期末自己株式数 2021年12月期1Q 38,189 株 2020年12月期 2,189 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年12月期1Q 5,941,947 株 2020年12月期1Q 5,927,730 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社と

して約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間の工作機械業界は、日本工作機械工業会が発表した工作機械受注実績（2021年１月１日か

ら2021年３月31日まで）が前年同期比で36.8％増加しました。米中貿易摩擦や新型コロナウイルス感染拡大の影響

により世界的に設備投資需要が減少した前年同期に対し、当四半期では先行きの不透明感は残りつつも復調がみら

れており、特に２月及び３月は好不調の判断の目安となる月間1,000億円を超える受注高となりました。

当社においても受注は回復傾向にあり、受注高は前年同期比で46.9%増加しました。特に海外市場については主に

中国市場における設備投資需要の伸長が牽引し、前年同期比148.4％の大幅な増加となりました。

営業活動については全社的にオンラインを主とする体制で行っておりますが、国内では３月にGrinding

Technology Japan 2021、中国では４月に第17回中国国際工作機械展覧会（CIMT 2021）に出展するなど、ニューノ

ーマルに対応しながら直接お客様にお会いしての商談・展示会を再開している状況です。リアルとオンラインのメ

リット・デメリットを慎重に検討しつつ、最適な方法をとることでスムーズな受注獲得へ繋げるよう努めておりま

す。

また、前期に引き続き固定費の削減や業務の合理化・効率化の取組みを実施しつつ、同時に今後の更なる受注増

加を見据えた社内体制の整備にも注力しております。

当第１四半期累計期間の受注高は1,610,495千円（前年同期比46.9％増）となりました。このうち当社主力機種で

ある立形研削盤は1,191,296千円（前年同期比78.0％増）、横形研削盤は409,180千円（前年同期比15.9%増）、その

他専用研削盤は10,018千円（前年同期比86.4%減）となりました。

生産高は1,090,329千円（前年同期比30.6%減）となりました。このうち立形研削盤は937,310千円（前年同期比

24.8％減）、横形研削盤は153,019千円（前年同期比52.8％減）となりました。

売上高につきましては、1,255,929千円（前年同期比33.6％減）となりました。品目別には、立形研削盤は

1,055,630千円（前年同期比31.3％減）、横形研削盤は190,279千円（前年同期比40.8％減）、その他専用研削盤は

10,018千円（前年同期比71.7％減）となりました。

損益につきましては、営業利益27,601千円（前年同期比82.5％減）、経常利益76,979千円（前年同期比51.9％

減）、四半期純利益51,601千円（前年同期比52.0％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

当第１四半期会計期間末の流動資産は前事業年度末に比べて137,732千円増加し、6,220,380千円となりました。

これは主に現金及び預金が48,318千円、仕掛品が146,249千円、原材料及び貯蔵品が9,646千円増加したこと、売掛

金が51,469千円減少したことによるものです。

（固定資産）

当第１四半期会計期間末の固定資産は前事業年度末に比べて66,044千円減少し、1,189,202千円となりました。こ

れは主に有形固定資産が21,077千円、投資その他の資産（その他）に含まれる長期前払費用が44,668千円減少した

ことによるものです。

（流動負債）

当第１四半期会計期間末の流動負債は前事業年度末に比べて170,602千円増加し、796,979千円となりました。こ

れは主に買掛金が201,926千円増加したこと、未払法人税等が57,197千円、製品保証引当金が6,640千円減少したこ

とによるものです。

（固定負債）

当第１四半期会計期間末の固定負債は前事業年度末に比べて20,478千円減少し、270,283千円となりました。これ

は主にリース債務が18,718千円減少したことによるものです。

（純資産）

当第１四半期会計期間末の純資産は前事業年度末に比べて78,436千円減少し、6,342,319千円となりました。これ

は主に利益剰余金が37,712千円減少したこと、自己株式が40,724千円増加したことによるものです。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年12月期通期の業績予想につきましては、2021年２月12日発表の「2020年12月期決算短信（非連結）」にお

ける開示内容から変更はございません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2020年12月31日)

当第１四半期会計期間
(2021年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,721,136 2,769,455

売掛金 1,610,447 1,558,977

仕掛品 1,396,708 1,542,958

原材料及び貯蔵品 302,828 312,475

その他 52,527 37,514

貸倒引当金 △1,000 △1,000

流動資産合計 6,082,648 6,220,380

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 472,863 464,427

土地 312,573 312,573

その他（純額） 204,983 192,342

有形固定資産合計 990,420 969,343

無形固定資産 61,238 55,650

投資その他の資産

繰延税金資産 92,927 98,047

その他 110,660 66,161

投資その他の資産合計 203,587 164,208

固定資産合計 1,255,246 1,189,202

資産合計 7,337,895 7,409,582

負債の部

流動負債

買掛金 177,850 379,776

リース債務 73,807 74,232

未払法人税等 93,337 36,140

製品保証引当金 48,969 42,329

その他 232,413 264,501

流動負債合計 626,377 796,979

固定負債

リース債務 268,901 250,183

その他 21,860 20,100

固定負債合計 290,761 270,283

負債合計 917,139 1,067,263

純資産の部

株主資本

資本金 700,328 700,328

資本剰余金 532,380 532,380

利益剰余金 5,188,968 5,151,256

自己株式 △921 △41,646

株主資本合計 6,420,755 6,342,319

純資産合計 6,420,755 6,342,319

負債純資産合計 7,337,895 7,409,582
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年３月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2021年１月１日
　至 2021年３月31日)

売上高 1,892,739 1,255,929

売上原価 1,420,951 941,370

売上総利益 471,788 314,558

販売費及び一般管理費 313,899 286,956

営業利益 157,888 27,601

営業外収益

受取利息 9 22

助成金収入 4,018 25,308

受取手数料 239 538

保険解約返戻金 - 24,567

その他 686 2,122

営業外収益合計 4,954 52,560

営業外費用

支払利息 2,352 1,936

支払手数料 334 679

その他 90 567

営業外費用合計 2,777 3,183

経常利益 160,064 76,979

税引前四半期純利益 160,064 76,979

法人税、住民税及び事業税 32,945 30,497

法人税等調整額 19,727 △5,119

法人税等合計 52,672 25,378

四半期純利益 107,392 51,601
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

当社は、繰延税金資産の回収可能性、固定資産の減損会計等の会計上の見積りについて、当第１四半期累計期間

において入手可能な情報に基づき実施しております。新型コロナウイルス感染症につきましては、現時点において

当社の事業及び業績に重要な影響を及ぼすものではありませんが、収束時期等については不確定要素が多く、引き

続き今後の動向を注視してまいります。

　

　


